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中
国
医
学
の
診
断
学
に
お
い
て
脈
診
の
役
割
は
古
来
よ
り
格

別
に
大
き
い
。
そ
の
中
で
も
、
脈
状
に
よ
る
脈
診
（
浮
・
沈
・

遅
・
数
な
ど
の
表
現
に
よ
る
脈
状
診
）
は
現
在
も
馴
染
み
深
い

も
の
で
あ
り
、
現
行
す
る
伝
統
医
学
の
中
で
も
揺
る
ぎ
な
き
存

在
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
脈
診
に
お
け
る
脈
の
表

現
全
て
が
実
用
的
な
段
階
に
在
る
訳
で
は
な
く
、
今
回
挙
げ
る

よ
う
な
「
七
死
脈
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
医
書
は
多
い
が
、
反

面
、
そ
の
言
葉
の
示
す
意
味
が
難
解
で
、
実
践
的
対
象
と
し
難

い
脈
状
も
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
死
脈
と
は
「
①
屋
漏
．
②
雀

啄
．
③
弾
石
．
④
解
索
。
⑤
蝦
淋
。
⑥
魚
翔
。
⑦
釜
沸
」
の
七

つ
の
脈
状
で
あ
る
。
（
各
脈
状
に
任
意
で
番
号
を
付
す
。
こ
れ
ら

の
名
称
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
脈
法
手
引
草
」
な
ど
の

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
）
こ
れ
ら
「
七
死
脈
」
の
概
念
を

37

晋
代
か
ら
宋
代
に
お
け
る
「
七
死
脈
」
の

成
立

木
場
由
衣
登

日
本
鍼
灸
研
究
会

脈
診
と
い
う
技
術
的
な
実
用
に
努
め
れ
ば
、
「
死
」
と
い
う
状
況

の
苦
し
さ
も
あ
り
難
し
く
、
臨
床
的
に
の
み
死
脈
を
語
る
の
も

ま
た
誤
り
の
原
因
と
な
り
か
ね
な
い
。
臨
床
的
技
術
と
し
て
の

具
体
性
が
風
化
し
た
の
だ
と
単
純
に
考
え
る
も
良
い
が
、
む
し

ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
死
脈
と
い
う
脈
状
が
、
一
体
何
を
意
味
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
そ
の
成
立
過
程
か
ら
把
握
し
、
死
脈
の
意

味
を
理
論
的
に
再
構
築
す
る
こ
と
が
死
脈
を
学
ぶ
方
法
と
し
て

は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
今
一
度
、
「
七
死
脈
」
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
成
立

し
た
の
か
を
顧
み
、
死
の
脈
状
が
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
考
察
し
た
い
。

先
に
挙
げ
た
死
脈
の
脈
状
が
医
書
中
に
現
れ
る
の
は
王
叔
和

の
「
脈
経
」
か
ら
で
あ
り
、
巻
五
・
扁
鵲
診
反
逆
死
脈
要
訣
第

五
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
。
「
扁
鵲
日
、
夫
相
死
脈
之
気
、

如
篁
鳥
之
聚
、
一
馬
之
駅
系
水
交
馳
之
状
、
如
懸
石
之
落
。
出

筋
之
上
、
蔵
筋
之
下
、
堅
関
之
裏
、
不
在
栄
衛
、
伺
候
交
射
、

不
可
知
也
。
脈
病
人
不
病
、
脈
来
如
①
屋
漏
、
②
雀
啄
者
死
。

数
而
疾
、
絶
止
復
頓
来
也
。
又
経
言
、
得
病
七
八
日
、
脈
如
①

屋
漏
、
②
雀
啄
者
死
。
脈
来
如
③
弾
石
、
去
如
④
解
索
者
死
。
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脈
困
、
病
人
脈
如
⑤
蝦
之
瀞
、
如
⑥
魚
之
翔
者
死
。
脈
如
懸
薄

巻
索
者
死
。
脈
如
転
豆
者
死
。
脈
如
櫃
刀
者
死
。
脈
涌
涌
不
去

者
死
。
脈
忽
去
忽
来
、
暫
止
復
来
者
死
。
脈
中
侈
者
死
。
脈
分

絶
者
死
。
」

こ
れ
ら
は
唐
代
の
「
千
金
方
」
に
も
引
用
さ
れ
、
敦
煙
文
書

の
「
玄
感
脈
経
」
に
な
る
と
「
如
①
屋
漏
、
漏
者
、
絶
一
止
、

時
時
起
而
不
故
連
是
。
如
②
雀
啄
、
雀
啄
者
、
頓
来
甚
数
、
而

如
魚
是
也
。
如
③
弾
石
、
弾
石
者
、
努
努
急
也
。
如
④
解
索
、

動
数
而
階
散
乱
、
無
復
次
結
是
也
。
如
⑤
蝦
勝
、
蝦
澁
者
、
再

再
起
而
還
退
没
、
不
知
所
在
、
又
久
乃
復
起
、
復
起
柳
遅
而
復

去
速
是
也
。
如
⑥
魚
翔
者
、
魚
不
行
而
棹
尾
、
動
身
疎
而
位
久

也
…
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
『
脈
経
」
中
の
脈
状
表
現
が
現
在
よ

く
知
ら
れ
る
死
脈
の
名
称
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
、
ま
だ
①
～
⑥
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
⑦
「
釜

沸
」
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

で
は
、
⑦
「
釜
沸
」
が
初
見
す
る
の
が
い
つ
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
一
脈
経
」
巻
四
・
診
三
部
脈
虚
実
決
死
生
第
八
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
三
部
に
現
れ
る
脈
状
に
よ
り
死
生
を
判
別
す
る
内
容

が
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
「
如
銀
叙
股
」
、
「
如
美
上
肥
」
、

「
如
蜘
蛛
絲
」
、
「
露
震
」
、
「
如
弓
弦
」
、
「
累
累
如
貫
珠
」
、
「
如
水

滝
然
流
」
、
「
如
①
屋
漏
」
、
「
如
②
雀
啄
」
、
「
如
⑦
釜
中
湯
沸
」

と
い
う
特
徴
的
な
脈
状
表
現
が
多
数
あ
る
が
、
現
在
馴
染
み
深

い
も
の
は
②
③
⑦
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
後
世
に
「
七
死

脈
」
と
な
る
七
つ
の
脈
状
表
現
は
「
脈
経
」
に
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
『
玄
感
脈
経
」
以
降
、
七
つ
の
死
脈
が

纒
ま
っ
て
記
載
さ
れ
る
の
は
一
脈
粋
」
（
未
蒸
世
基
）
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
『
察
病
指
南
」
（
未
施
発
）
に
な
っ
て
漸

く
「
七
死
脈
」
と
題
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
「
七
死
脈
」
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
病
態
を
示
す
か

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
五
臓
と
の
関
連
性
が
で
表
現
さ
れ
る
場
合

が
多
い
。
「
脈
粋
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
と
①
心
肺
、
②
心
気
、
③
肺

気
、
④
五
臓
、
⑤
脾
胄
、
⑥
腎
気
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
他
に

『
脈
訣
理
玄
秘
要
」
（
未
劉
開
）
も
「
脈
経
」
の
内
容
を
受
け
た

独
自
の
記
載
が
あ
る
。
凡
そ
「
七
死
脈
」
の
成
立
に
は
『
脈
経
」
、

「
玄
感
脈
経
」
、
『
脈
粋
」
、
「
察
病
指
南
」
と
い
う
流
れ
が
見
ら
れ
、

そ
の
後
も
こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
た
も
の
が
多
い
。


